
【表紙】
 

【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年２月19日

【会社名】 パス株式会社

【英訳名】 PATH corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役 ＣＥＯ　柴田　励司

【本店の所在の場所】 東京都港区虎ノ門五丁目１番５号

【電話番号】 03（6823）6011 （代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　村尾　正和

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門五丁目１番５号

【電話番号】 03（6823）6011 （代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員管理本部長　村尾　正和

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

パス株式会社(E05674)

臨時報告書

1/3



１【提出理由】

　当社は、平成26年11月27日の当社取締役会において、特定子会社の異動を伴う子会社取得を行うことを決議し、連

結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生したため、それによ

り、連結会社の、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の

２、第３号及び第19号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

 

２【報告内容】

Ⅰ.金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２の規定に基づ

く、子会社取得の件。

 

(1）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

①　商号　　　　：　株式会社gift

②　本店の所在地：　東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目８番１号

③　代表者の氏名：　代表取締役社長　山本 由樹

④　資本金の額　：　 45,000千円（平成26年12月31日現在）

⑤　純資産の額　：　 46,068千円（平成26年12月31日現在）

⑥　総資産の額　：　318,602千円（平成26年12月31日現在）

⑦　事業の内容　：　雑誌「DRESS」の編集・出版等

 

(2）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

（単位：百万円）

決算期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期

売上高 － 300 650

営業利益又は営業損失（△） － 39 △344

経常利益又は経常損失（△） － 39 △340

当期純利益又は当期純損失（△） － 24 △342

（注）平成25年３月期は創業のため７ヶ変則決算で記載しております。

 

(3）取得対象子会社の当社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

人的関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

取引関係 当社と取得対象子会社との間には、記載すべき取引関係はありません。

 

(4）取得対象子会社に関する子会社取得の目的

　新規に開始するＥＣ事業及び既存事業である決済代行事業、旅行事業をそれぞれ単体での成長を追求することと、

各事業間においてシナジー効果を生み出し、新たなビジネスを創出することで事業規模の拡大と成長を目指すもので

あります。

 

(5）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

株式会社giftの普通株式 48,900千円

アドバイザリー費用等 3,903千円

合計 52,803千円
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Ⅱ.金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号の規定に基づき、当

社において特定子会社の異動の件。

 

(1）当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金及び事業の内容

①　名称　　　　：株式会社gift

②　住所　　　　：東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目８番１号

③　代表者の氏名：代表取締役　山本 由樹

④　資本金　　　：45,000千円（平成26年12月31日現在）

⑤　事業の内容　：雑誌「DRESS」の編集・出版

 

(2）当該異動の前後における当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数及び当該特定子会社の総株主等の議決権に

対する割合

①　当社の所有に係る当該特定子会社の議決権の数（出資金額）

異動前：－千円

異動後：52,803千円

②　当該特定子会社の総株主等の議決権（出資総額）に対する割合

異動前： － ％

異動後：81.5％

 

(3）当該異動の理由及びその年月日

①　異動の理由　：当社は、新規に開始するＥＣ事業及び既存事業である決済代行事業、旅行事業をそれぞれ単体で

の成長を追求することと、各事業間においてシナジー効果を生み出し、新たなビジネスを創出す

ることで事業規模の拡大と成長を目指すものであります。当該子会社の純資産の額が当社の純資

産の額の100分の30以上に相当するため、当社の特定子会社に該当することとなりました。

②　異動の年月日：平成26年12月26日

 

 

Ⅲ.金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づく、特

別利益計上の件。

 

(1）当該事象の発生年月日

　平成27年２月13日（第25期第３四半期報告書提出日）

 

(2）当該事象の内容

　平成27年３月期第３四半期におきまして、株式会社giftの株式取得に伴う負ののれん発生益33,642千円が発生しま

した。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、平成27年３月期第３四半期の連結決算におきまして、上記の負ののれん発生益33,642千円

を計上いたしました。

 

以　上
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